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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 16, 27/05/2003 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

o-アセトアセトトルイジド  

 

物 質 名 ：o-Acetoacetotoluidide  

化 学 式 ：C11H13NO2  

CASNo.：93-68-5    

  

SIAR 結論の要旨 

 
ヒトの健康  

ラットにおける o-アセトアセトトルイジド（AAOT）の経口 LD50は雄で 1854 mg/kgであり、雌では 1945 

mg/kg であった〔OECD TG 401〕。運動活性の減少、腹臥位の傾向、低血圧、眼瞼下垂、深呼吸、起毛、低

体温症、流涙、並びに蒼白の皮膚のような毒性学的影響が 819 mg/kg 及びそれ以上で両性に用量に依存して

観察された。  

 
更に、適切な評価には不十分であるが、次のデータが入手できる。AAOT はウサギの眼に僅かな刺激を引

き起こし、モルモットの皮膚に僅かから中程度の刺激を引き起こす。モルモットに接触感作性を誘発する潜

在性があった。紅斑が 10 匹のモルモットの内、1 匹で検出された。  

 
ラットにおける反復投与及び生殖/発生毒性の組み合わせスクリーニング試験〔OECD TG 422〕において、

AAOT は 0、8、25、80、並びに 250 mg/kg/日の用量レベルで強制胃内投与により投与された。250 mg/kg/

日における雄の血液所見は赤血球数、ヘモグロビン濃度、並びにヘマトクリット値の減少、そして平均赤血

球の体積(MCV)、平均赤血球血色素量(MCH)、網状赤血球数、メトヘモグロビン濃度、ビリルビン及びカリ

ウムの増加であった。250 mg/kg/ 日群における他の所見は雄における下垂体重量の増加、両性における脾臓

重量、肝臓重量、骨髄外造血、並びに脾臓の鬱血の増加、そして、膵臓の黒色化、及び肝臓と脾臓における

血液素沈渣の増加であった。80 mg/kg/日群における雄の血液所見は赤血球数の減少、並びに MCV 及びビ

リルビンの増加であった。80 mg/kg/日群における他の所見は雌の脾臓における鬱血、両性における脾臓の黒

色化、並びに肝臓及び脾臓における血液素沈渣の増加であった。250 mg/kg/日までの全用量群において、死

亡率、行動、または体重及び食物摂取に対する毒性影響における変化はどの性においても観察されなかった。

毒性影響は 25 mg/kg/日までのどの用量群においても観察されなかった。これらの結果に基づいて、反復投

与毒性の NOAEL は両性で 25 mg/kg/日と考えられる。  

 
AAOTは5,000μg/プレートまでのバクテリアにおいて、変異原性はなかった〔OECD TG 471、472〕。AAOT

は2.5 または5.0 mg/mLでCHL/IU細胞において染色体異常誘発の僅かな反応を示したが、反応は10mM 

(1.91 mg/mL)より高い濃度レベルでだけ観察された〔OECD TG 473〕。そのため、反応は非生理的（高い浸

透性）培地状態で生物学的に無関係な減少として見なされた。ラットCD-1細胞及びCHO細胞における

HGPRT試験において、不定期DNA 合成試験は陰性であった。入手可能な in vitro 試験全部を考慮すると、
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AAOT は遺伝毒性ではない。  

 
生殖/発生毒性について、AAOT を雄において 44 日、並びに雌において 41-45 日（交配前 14 日から分娩

後 3 日）の上記スクリーニング試験〔OECD TG 422〕で投与した。毒性影響は親動物の次のパラメーターで

観察された： 250 mg/kg/日までで交尾率、受精成功率、繁殖率、黄体または着床数、着床率、繁殖率、並びに

母性行動。仔に関して、仔の数、出産率、性比、体重、並びに生存率に関する化合物に関係した影響はどの用

量群でも観察されなかった。奇形の仔はどの群でも検出されなかった。組織病理学的所見が子孫で観察されな

かった。これらの結果に基づいて、生殖/発生毒性の NOAEL は 250 mg/kg/日であると考えられる。  

  

環境  

AAOT は水溶解性(25℃で 3.0g/L)があり、蒸気圧は低い(計算により 20℃で 0.00066Pa)〔MPBPWIN 

vl.40〕。AAOT を基礎培養基（7 日間の培養後 78.5% DOC）に添加した試験で、本質的に生分解可能であ

った〔OECD TG 302B〕。AAOT はpH4、7、及び9 で水中の加水分解に対して安定している〔OECD TG 111〕。

生物濃縮の可能性は低いと推定される(BCF＝3.2： log Pow＝0.85 から計算) 〔OECD TG 107〕。本物質は

もし、大気中に放出されれば、光化学的に生産された水酸基と反応し、半減期は 8.0 時間に減少するだろう。

フガシティーモデル(Mackay レベルⅢ)は水中に放出されれば、本物質の大多数は水区画に残存し、もし、大

気に放出されれば、41%は水及び 58%は土壌区画に分布するだろう。もし、土壌に放出されれば、36%が水

中に分布し、64%が土壌区画に残存するだろう。  

 
藻類、ミジンコ、並びに魚への急性毒性試験〔OECD TG 201、202、203 及び他の方法〕において、藻類

（Selenastrum capricornutum ）に対するEC50は383 mg/L(0-72時間バイオマス)及び654 mg/L(24-72時間

生長率) であり、ミジンコの EC50は 931 mg/L（Daphnia magna、48 時間）及び魚の LC50s は＞100 mg/L

（Oryzias latipes、96 時間制限試験）、316.2 mg/L（Pimephales promelas、96 時間）、並びに＞500 mg/L  

(Brachydanio rerio、96 時間)であった。  

 
ミジンコ及び藻類に対する慢性毒性試験〔OECD TG211、201〕において、ミジンコの NOEC は 10 mg/L

（Daphnia magna、21日生殖）、並びに藻類(Selenastrum capricornutum)に対するNOECは95.3 mg/L(0-72

時間バイオマス)、並びに 171 mg/L（24-72 時間生長率) であった。  

  

ばく露  

2001 年における AAOT の生産量は日本において、1,000-1,500トン/年であり、世界において約4,000トン

/年と推定される。生産国はドイツ、インド、日本、中国、スイス、米国、並びに恐らく東ヨーロッパである。

全体的に、約 15 の製造場所及び 55 の使用場所が世界にある。  

 
AAOT は閉鎖系で生産され、包装過程は準-閉鎖系または開放系で実施されている。使用者は準-閉鎖系で

使用するかもしれない。唯一認められている用途は有機色素合成における工業中間体としてである。これら

の色素はインク、塗料、並びに様々な物質の染色のために用いられる。消費者製品における AAOT の直接

の用途は知られていない。  
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色素中の非-反応性 AAOT 濃度は知られていない。しかしながら、色素の移動は非常に限定されると予想

され、これらのばく露からの有害な健康報告書は無い。そのため、重要な消費者ばく露は予想されない。 そ

の用途は色素業界に限定されるので、環境への放出は低いと推定される。  

 
使用者及び生産者の調査は本化学物質が上手く管理された過程で通常用いられ、そのために、作業者ばく

露は低いようである。  

  

勧告     

本化学物質は現在の所、追加の研究の優先度が低い。  

  

勧告の理論的根拠、並びに勧告された追加の研究の特徴  

本化学物質はヒトの健康に対して潜在的有害性を指摘する特性を持っている。提供国により提出された 

データに基づいて、ヒト及び環境へのばく露は低いと予想され、そのために、本化学物質は現在の所、追加

の研究の優先度が低い。各国は提供国により提出されなかったばく露シナリオを調査することを望んでいる

かもしれない。 

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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